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４月８日（水）、本校にとって最後となる入学式を挙行し、９

名の御来賓の御臨席のもと、１４名の新入生を迎えました。 

式辞では本校長より、校訓に込められた意味や商業を学ぶ意義

に触れながら、「本校の歴史を刻む最後の学年として授業や学校

生活を通して自らの可能性を磨くとともに、他者への思いを大切

にし、商業の学びを活かして未来のビジネスリーダーとして成長

されることを期待しています」との激励の言葉が贈られました。

また、新入生を代表して宣誓を行った生徒は、最後の学年として

の自覚と責任を胸に、学習や商業に関する資格取得、学校行事、

部活動に向けた目標など、高校生活への希望を力強く述べまし

た。新入生の皆さんが、本校での生活を通して自分の良さにさらに磨きをかけ、可能

性を大きく広げていくことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月９日（木）、生徒会執行部による対面式と部活動紹介が行われまし

た。式のはじめに、生徒会長が新入生に向けて歓迎の言葉を述べました。

柘植さんは、体育祭や文化祭など、クラス全員で協力して多くのことに挑

戦する意義について触れ、『充実した時間を過ごしてください』と励ましの

メッセージを送りました。また、新入生に事前に高校生活で頑張りたいこ

とを聞いたところ、『商業の勉強を頑張りたい』『部活動に積極的に取り組
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宣誓の言葉 

厳しかった寒さも緩み、柔らかな春の日差しが、ここ鹿島台の学び舎を温かく包み込む季節となりました。  

私たちは今、校長先生より入学を許可され、伝統ある宮城県鹿島台商業高等学校の一員となれたことに、大

きな喜びと誇りを感じております。 

中学校を卒業したばかりの私たちは、新しい環境への期待と不安が入り混じった心境の中にあります。 

私たちは、この歴史ある鹿島台商業高校に迎えられる「最後の新入生」であり、私たちの卒業とともに、鹿

島台商業の歴史に幕が下ろされることを心に留めて入学いたしました。だからこそ、私たちは「終わり」を寂

しがるのではなく、この場所で過ごす一日一日を何よりも大切に、最高の三年間を創り上げたいと考えてい

ます。商業高校という新たなステージで、私たちは専門的な科目に挑戦します。日々の授業に真剣に取り組

み、一つでも多くの資格取得を目指すとともに、地域の方々と触れ合う販売実習を通して、生きた知識と思

いやりの心を身に付けていく決意です。また、部活動においては、仲間と共に心身を磨き、文武両道を実践し

てまいります。 

そして、修学旅行や体育祭、文化祭といった数々の学校行事。そのすべてが、この学校にとって「最後」の

開催となります。これまで鹿島台商業高校を支えてこられた方々の想いを受け継ぎ、私たちは全ての行事に

全力で打ち込みたいと思います。 

鹿島台商業高校の最後のページを飾る生徒としての自覚を持ち、学校で学べる時間の一瞬一瞬を大切にし

ながら、充実した高校生活を送るために精進することを、ここに固く宣誓いたします。 
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みたい』『友人と仲良く過ごしたい』などの前向きな声が寄せられました。 

部活動紹介では、運動部５部・文化部４部がオリジナル動画等で活動内容を紹介し、会場は大いに活気

に包まれました。 

 

４月１０日（金）～１２日

（日）の３日間、2・３年生２

９名が「春の互市」でオリジナ

ルブレンドのドリップバッグコ

ーヒーやコーヒー等の校外学習

（販売実習）をおこないました

（写真１）。学習に向けて東北

プレス工業様、ハタナカコーヒ

ーロースター様から多大な支援をい

ただきドリップバッグやチラシ作成をおこない準備をすすめて

きました（写真３）。特に東北プレス工業様からは、この度活動する

ためのテントを寄贈していただきました（写真２）。生徒達は３班に

分かれ販売や駅周辺でチラシを配布し宣伝活動やごみ拾いの清掃活動

をおこないました。初日は雨で気温が低く、2日間は強風の中で気象

コンデイションに恵まれない中での活動となりました。生徒はそのよ

うな状況下でも、それぞれが適応しつつ主体的に臨機応変に運営する

ことができました。 

また、１年生は 1１日（土）に鎌田三之助展示室を訪れ地域学習し

地域の理解を深めた後、互市散策をしました（写真４）。 

「秋の互市」では全学年でどのような実践ができるのか、地域の活

性化や発展のために各教科の学習を通して身に付けた力をどう生かし

ていくか、地域の高校生としてあるべき姿を探究していきたいと思い

ます。 

 多くの保護者の皆様に本校ブースに立ち寄っていただき沢山の温か

いお言葉をいただきました。大変ありがとうございました。 

贈呈式をおこないしまた 
 ４月８日（水）、東北プレス工業株式会社様が来校され、代表取締役

社長より本校長へ目録（写真５）が贈呈されました。同社とは、2025

年の大崎産業フェアでの出会いをきっかけに、互市を通じて産学連携を

深めてまいりました。このたび、校外学習で使用するテント一式をご寄

贈いただきました。贈呈に際し、社長からは「コラボ商品の完成度が高

まっていることを嬉しく思う。今後も互市を通じて連携を深めていきた

い」とのお言葉を頂戴しました。ご厚意に深く感謝申し上げるとともに、

大切に活用させていただきます。 
 

春の互市～地域・企業との連携～

宮城県鹿島台商業高等学校 

   〒９８９－４１０４ 

    大崎市鹿島台広長字杢師前４４ 
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４月２３日 木 スタサプテスト・耳鼻科検診

４月２５日 土 PTA総会・教育振興会総会

４月２７日 月 振休（４／２５）

5月　１日 金 安全点検日

5月　９日 土 大崎支部総体（～１０日）

5月１１日 月 二者面談（～1５日）

5月１３日 水 選択科目説明会

5月１５日 金
同窓会役員会
読み聞かせボランティア

5月１８日 月
PTA役員会
一般公開授業週間（～２２日）

5月１９日 火 色覚検査

5月２０日 水 内科健診

写真２ 写真１ 

写真３ 

写真４ 

写真５ 


